
がん患者同士の出会いと情報共有のコミュニティ“スピーク”



がん患者のためのコミュニティSpeak（スピーク）

患者の声を提供

よりよい当事者支援

患者の声を収集

Speakは、がん患者が集まり、情報を活⽤し、
⾃分の⽇常⽣活を豊かにする場所

効果の高い支援や制度

匿名SNS メディア



がん患者さんの孤独と支援の格差を解消

患者の声を集める
BIG DATAの活用

ほしいサービスが
見つからない

仲間に出会う
匿名SNS

体験者に
出会えない

よくある質問を読もう
ライフハックメディア

日常生活の
情報が知りたい

15,000件以上のインタビュー
からよくある質問をまとめ、ガイ
ドラインに基づいた情報提供を
しています。

1年間にがんを体験する人
は人口の1%未満。同じが
んを同じ時期に体験する
人に出会うなら、集まる場
所が必要です。

がん患者さんがほしいこと
や知りたいことは、もっとあ
ります。がん患者さんの声
が集まればサービスの開
発が変わります



スピークは、「その人らしい人生をつづけること」を応援するコミュニティです

がんと暮らす自分の生活は、どこにも答えがない。

告知～治療 経過観察

診断〜治療開始

生活は、個人差が大きく、答えがない

がん患者さんの知りたいこと

■生活

■医療

治療
23%

個人生活
29%

地域情報
36%

お金
13％

https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12404000-Hokenkyoku-Iryouka/0000029732.pdf

病院での相談内容

N＝7662



がん患者向け ライフスタイル説明ツール “Speakコラム”

Speakコラムは、患者さんの暮らしに必要な情報を提供するメディアです。医療者が指導に
活用することを想定し、国立がん研究センターとMindsに基づき設計されています。

日常生活
暮らし・人生

制度と医療
医療・お金・仕事

がん患者向け説明ツール“Speakコラム”
ガイドラインなど、根拠に基づいたリアルな情報

がん患者さんのニーズ



がん患者さん同士が話せる場所“Speak-SNS”

ニックネームで
アカウント登録

テーマ別に話し合う

「トピック」

気軽に投稿できる

「タイムライン」

自分向けの情報が届く

「マイページ」

プライベートなやり取り

「個別チャット」

https://speak-sns.net
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必要な情報とつながりをすべてのがん患者に届ける手段Speakを構築し、
生まれや所属、地域による支援の格差なくすべての人ががん支援を使える未来へ

未来の姿：がん患者のニーズを代弁するブランドへ

① 患者の役に立つこと
② 患者のリアルデータをまとめて、提案として提供すること
③ 情報とつながりで、患者中心の医療に貢献すること

Speakのミッション

新しい支援を生み出す

Big Data

情報提供

サービス提供


